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はじめに

１９９６年の OECD入りで韓国は先進国の隊列に加わった。この決断につい

ては時期尚早だったとの批判が強かったが，２０年が経過した今になって改

めて振り返れば，韓国もほかの先進国と同様に経済成熟にともなう内需の

伸び悩みとそれによる低成長の趨勢から逃れることはできなかった。この

間，韓国経済は２度にわたる外的ショックに見舞われているが，輸出主導

の成長構造を強化することで成長率の落ち込みを食い止めてきた。自動車，

半導体，スマートフォンなどのヒット商品が出たことでそれらを武器とし

たさらなる輸出拡大が可能となり，成長低下趨勢や外的ショックに対抗す

ることができたのは韓国にとって幸いであった。

こうした輸出主導の成長構造は１９６０年代以降四半世紀余りにわたった輸

出促進を通じた高度成長（「漢江の奇跡」）のときのそれと似通う部分がある

が，２１世紀に入ってからの韓国では経済成長が緩慢となり，市民が生活水

準の改善を実感しにくくなったことが過去のケースと大きく異なる。韓国

企業の製品が世界各国の市場で台頭し，苦戦を強いられた日本企業との好

対照をなしたことは記憶に新しい。だが，ここ数年で２１世紀に入っても続

いた輸出拡大は勢いを失い始めている。経済成長を牽引してきた輸出の不

調で，経済成長の先行きに関しても悲観的な見方が増えているのが現状で
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ある。

本章では，韓国の対外関係のうち商品貿易に焦点を当て，２１世紀に入っ

てからの韓国経済が世界経済とのかかわりを強めながら経済成長を確保し

てきた歩みを跡づける。またこれとともに，近年の韓国の貿易の構造や特

徴を確認していくこととしたい。本章の構成は以下のとおりである。第１

節では，輸出入の現状を概観するとともに，輸出依存を深めた韓国経済の

成長構造を確認する。輸出入の品目構成および国別構成，貿易収支の推移，

輸出依存的な成長構造，深まりつつある加工貿易的性質などをみていく。

第２節では韓国の品目別・市場別競争力の推移をみる。ここでは，貿易収

支を価格要因により分解して韓国製品の競争力のありかを検討する。第３

節では第三国市場において繰り広げられる韓国とその競争相手とのあいだ

の熾烈なシェア争いを概観する。最後に，それまでの議論をまとめるとと

もに，今後の韓国経済の進路についての若干の展望を示したいと思う。

第１節 輸出入の現状
――輸出への依存が強まった韓国経済――

１．ハイペースでの伸びの後，急減速した輸出入

まず，韓国の輸出入の推移をみてみよう（表１―１）。輸出入ともに２１世紀に

入ってからの伸び率は高い。２０００年から２０１５年までの１６年間における年平均

増加率は輸出が７．７％，輸入が６．９％であった（１）。とりわけ，リーマンショッ

クの起きた２００８年までの９年間の輸出入の年平均増加率は輸出が１１．９％，輸

入が１３．３％と二ケタの高い伸びを示した。だが，その後貿易は輸出入とも

に伸び悩むようになる。２００８年から２０１５年までの８年間の輸出入の年平均増

加率は輸出が３．２％，輸入がゼロであった（２）。

後述のように，２１世紀に入ってから貿易収支の黒字が景気の底割れを防

ぐ役割を果たしてきた。その額は年を追うごとに増加する傾向をみせてい

る。２００８年のリーマンショックの頃までは年間１００～２００億ドル台で推移した
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が，リーマンショック後は４００億ドル台となり，２０１５年には９００億ドルを超え

る水準にまで増加している。２０１５年の貿易黒字の対 GDP比は６．６％で，重

要な GDP構成要素となっている。

２．通貨危機後の輸出依存的構造とバリューチェーンのグローバル化

２１世紀に入ってからの韓国は輸出を増やし，世界経済への関与を深める

ことで内需の不振に対処してきた。過去２０年間に通貨危機とリーマンショッ

ク後の世界不況というふたつの経済的ショックを経験したが，やはりその

たびに輸出の増加により事態を乗り切ってきた。輸出を増やすことで設備

稼働率の低下を防ぎ，ひいては経済成長率の底割れを回避してきたのであっ

年 輸出 前年比
増減率 輸入 前年比

増減率
貿易収支
（通関）

２０００ １７２，２６８ １９．９ １６０，４８１ ３４ １１，７８６

２００１ １５０，４３９ －１２．７ １４１，０９８ －１２．１ ９，３４１

２００２ １６２，４７１ ８ １５２，１２６ ７．８ １０，３４４

２００３ １９３，８１７ １９．３ １７８，８２７ １７．６ １４，９９１

２００４ ２５３，８４５ ３１ ２２４，４６３ ２５．５ ２９，３８２

２００５ ２８４，４１９ １２ ２６１，２３８ １６．４ ２３，１８０

２００６ ３２５，４６５ １４．４ ３０９，３８３ １８．４ １６，０８２

２００７ ３７１，４８９ １４．１ ３５６，８４６ １５．３ １４，６４３

２００８ ４２２，００７ １３．６ ４３５，２７５ ２２ －１３，２６７

２００９ ３６３，５３４ －１３．９ ３２３，０８５ －２５．８ ４０，４４９

２０１０ ４６６，３８４ ２８．３ ４２５，２１２ ３１．６ ４１，１７２

２０１１ ５５５，２１４ １９ ５２４，４１３ ２３．３ ３０，８０１

２０１２ ５４７，８７０ －１．３ ５１９，５８４ －０．９ ２８，２８５

２０１３ ５５９，６３２ ２．１ ５１５，５８６ －０．８ ４４，０４７

２０１４ ５７２，６６５ ２．３ ５２５，５１５ １．９ ４７，１５０

２０１５ ５２６，７５７ －８ ４３６，４９９ －１６．９ ９０，２５８

２０１６ ４９５，４６６ －５．９ ４０６，０６０ －７ ８９，４０６

表１―１ 韓国の輸出入総括
（百万ドル，％）

（出所） 韓国貿易協会 K−stat（http://stat.kita.net）。
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た。

先進国入りが遅かったため２１世紀になってからも経済発展の「伸びしろ」

とでもいうべき先発先進国へのキャッチアップ幅が多少残されていたこと

や，輸出拡大を通じた外向的成長の努力が功を奏したこともあって，ほか

の先進国よりも高い成長率を実現した。２０００年から２０１５年にかけての年平均

経済成長率は３．９％に達する。低成長に苦しんだ日本の０．７％，そしてOECD

平均の１．７％とは対照的である。

不活発な内需に代わって輸出を前面に押し立てた外向的成長構造を採用

したことで，韓国経済は外的ショックに自らをさらすリスクを抱えること

になった。リーマンショックから最近までの期間に限ってみれば，韓国の

成長パフォーマンスは明らかに低下している。２００８年から２０１５年までの年平

均経済成長率は３．０％にとどまり，直近では年率３．０～３．２％とされる潜在成

長率（３）を割り込む水準で推移している。

２００８年のリーマンショックにともなう先進国での景気後退はやがて韓国

にも輸出の減少と成長の鈍化というかたちで押し寄せてきた。その後の輸

出を中国，インドをはじめとする途上国市場に振り替えることでリーマン

ショック後の不況を乗り切ったが，２０１２年以後に深刻化した欧州財政危機

を契機に輸出が再び頭打ちとなって現在に至る。輸出の伸び悩みは長期化

し，輸出依存的な成長構造は裏目に出たかたちである。輸出不振による設

備稼働率の低下は企業の景況感を悪化させ，さらなる投資手控えや雇用削

減の誘因となった。そしてこれらは企業投資や民間消費など内需が低迷す

る要因となった。

では，輸出が不振ならば輸入を抑えることで貿易黒字を出し，GDPを確

保すればよいのであろうか？GDPは純外需，つまり貿易収支と内需の和と

して定義され，収支が黒字であれば GDPをそのままかさ上げするからであ

る。しかし，近年の状況をみるとこれが必ずしも得策とはいえない。

図１―１は四半期ごとの GDP成長率（前年同期比）と貿易収支（商品）の対

GDP比を組み合わせて図示したものである。リーマンショック以前には各

期の GDP成長率が貿易黒字の対 GDP比を上回ることが多く，内需が成長

を支えていたことがわかる。また，この時期の貿易黒字は輸出の堅調によっ
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て支えられており，輸出増加の効果が国内経済に波及していたことをうか

がわせる。リーマンショック後になると，GDP成長率と貿易収支の対GDP

比の位置関係は逆転した。GDPの８～１０％に上る大幅な貿易黒字を稼ぐに

もかかわらず GDP成長率はむしろ低落傾向を示している。このことは，内

需の不振が深刻化し，貿易黒字を失った場合には大幅なマイナス成長に陥

ることを示唆する。この時期の貿易黒字を主導したのは輸入の収縮である

が，これは内需・外需両面での沈滞を背景としたものであった。需要が伸

び悩む状況下で輸入の減少による大幅な貿易黒字が GDPを計算の上では押

し上げる役割を果たしたが，こうした成因による貿易黒字は国内経済への

インパクトを欠き，景況感の好転をもたらしにくい。

韓国の貿易についてはしばしば加工貿易的であるとの指摘がなされてき

た。機械，部品，素材などの多くを輸入し，これらを組み合わせ輸出品が

生産されてきたが，輸出による収入のうち国内に留まる部分，つまり付加

価値が少ないという点をとらえて批判的に論じられることがあった（４）。しか

し，現在では輸出品に含まれる海外の付加価値の割合が調達・生産の最適

図１―１ GDP成長率と商品貿易収支（四半期）

（出所） 統計庁国家統計ポータル（http://kosis.kr）。
（注） 商品貿易収支÷GDPは名目ベースの国民所得勘定上での商品輸出入の差を名目 GDP

で除したもの。GDP成長率は実質ベースの前年同期比伸び率。
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年 投資残高 韓国の輸出 韓国の輸入 標本カバー率（％）

２００５ ２０，７６９ ７８，９８３ ２４，７３８ ４７．１

２０１０ ８２，０２４ １４４，８７９ ８０，６９４ ６３．９

２０１５ １６９，６２６ ２１５，８１８ １０３，４９３ ７０．６

表１―２ 韓国の海外投資と誘発輸出入
（百万ドル）

（出所） 韓国輸出入銀行『海外直接投資経営分析』各年号。

化の度合いを示す指標ともなっている。企業はバリューチェーンのグロー

バル化を通じて調達・生産を国際化し，その最適化を図っているからであ

る。２１世紀に入って以降，韓国企業も海外調達の多様化や海外生産拠点の

構築を積極的に進めてきた。具体的には，部品等調達の日本離れの現象や，

自動車・携帯電話などの大規模生産拠点の建設（５）などである。付加価値貿易

の概念を適用して計算した２０１１年の韓国輸出品における海外付加価値の割

合は１９９５年に比べて１９．４ポイントの上昇４１．７％（６）となっている。この数値は，

貿易・投資の思い切った対外開放で経済発展を遂げた台湾や ASEAN諸国な

ど開放型小国のそれに近い。

進出企業の視点からとらえた統計を用いてみても，韓国企業のバリュー

チェーンのグローバル化はいっそうの深まりをみせている。表１―２は韓国企

業の海外投資とそれに随伴する輸出入の推移を示したものである。２０１５年

までの１０年間で投資残額は８．２倍の１６９６億ドル（GDP対比１２．３％）に増加し

た。この間，韓国の対外投資は本国からの輸出誘発的な性格を弱める一方

で在外拠点からの持ち帰りは増えており，先進国型投資の性格を強めてい

る。また，市場志向的な面からは，在外拠点が迂回輸出的性格を弱める反

面，調達・販売両面での現地指向を強めている。実額でみれば韓国とのあ

いだの輸出入は増大しており，韓国の輸出入への関与の度合いは大きい。

２０１５年現在，海外投資と関係する韓国からの輸出は１０年間で２．７倍増の２１５８

億ドル（総輸出対比４１％），韓国からの輸入は同じく４．２倍の１０３４億ドル（総

輸入対比２４％）となっている。
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第２節 輸出入の品目構成と競争力の構造

これまで輸出入の概観とそのマクロ経済的な意義についてみてきたが，

ここからは輸出入の内容についての検討を行うことにする。まずは輸出入

の品目構成とその競争力構造に注目する。本節以降においては「性質別分

類」が登場するが，これは各品目の機能に注目した特殊分類のことを指す

もので，韓国関税庁が提供する「新性質別分類」を使うことにする。

１．輸出入の性質・品目構造

表１―３は２０１５年時点における韓国の輸出入を性質・品目別に示したもので

ある。

天然資源に恵まれない韓国の要素賦存状況から，その貿易は食料・天然

資源を輸入して工業製品を輸出するというのが基本的パターンとなってい

る。輸出では資本財を中心とした重化学工業製品が多くを占め，輸入では

食料，燃料，鉱産物などが多くを占める構造である。これは，要素賦存の

状況がよく似ている日本と同様である。

輸出においては，輸送機器，機械，IT 製品・部品などの資本財が過半を

占めるほか，消費財のなかにみえる自動車や原材料のなかにみえる鉄鋼・

金属製品，化学工業製品などを合わせると重化学工業製品が輸出の大半を

占める。下位分類にみえる具体的な品目名には自動車，鉱物性燃料（石油，

石炭，天然ガス等），鉄鋼，化学工業製品，船舶，輸送機器部品，一般機械，

電気機械，精密機械，無線通信機器（含スマートフォン），半導体，フラット

パネルディスプレイなど，韓国の得意品目が網羅されている。特徴的なの

は，フラットパネルディスプレイや輸送機器部品が近年になって輸出を増

やしていることである。これらには韓国企業の海外生産拠点（家電，携帯電

話，スマートフォン，自動車など）に送られるものが含まれているほか，ディ

スプレイに関してはスマートフォンやカラーテレビなどでの需要が伸びて

いることを反映したものである。

輸入においては，原材料が半分を占めるほか，資本財も約３分の１程度

第１章 韓国の輸出主導成長とその変容
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輸出

性質・品目名 金額 シェア
（％）

総額 ５，２６８ １００．０

１．消費財 ７２６ １３．８

耐久消費財 ５４５ １０．３

自動車 ４１７ ７．９

非耐久消費財 １１７ ２．２

２．原材料 １，４６４ ２７．８

繊維類 １１５ ２．２

鉱産物 ３８１ ７．２

鉱物性燃料 ３２２ ６．１

鉄鋼・金属製品 ３２０ ６．１

鉄鋼 ２３７ ４．５

非鉄金属 ８３ １．６

化学工業製品 ５９２ １１．２

石油化学製品 ２４４ ４．６

化合物 １９１ ３．６

３．資本財 ３，０７８ ５８．４

輸送機器 ７２８ １３．８

船舶 ３５１ ６．７

輸送機器部品 ２９５ ５．６

機械 ８７３ １６．６

機械要素・工具類 ９４ １．８

一般機械 ３６９ ７．０

電気機械 ２１９ ４．２

精密機械 １４１ ２．７

IT 製品 ４５９ ８．７

無線通信機器 ３１１ ５．９

IT 部品 １，０１７ １９．３

半導体 629 11.9

フラットパネルディスプレイ 243 4.6

その他の IT 部品 145 2.8

輸入

性質・品目名 金額 シェア
（％）

総額 ４，３６５ １００．０

１．消費財 ６０４ １３．８

直接消費財 ２１１ ４．８

耐久消費財 ２１３ ４．９

自動車 １０１ ２．３

非耐久消費財 １８０ ４．１

２．原材料 ２，１６６ ４９．６

動植物性原燃料 １４８ ３．４

鉱産物 １，２３０ ２８．２

鉱物 １５９ ３．６

鉱物性燃料 １，０１８ ２３．３

鉄鋼・金属製品 ３０９ ７．１

鉄鋼 １７３ ４．０

非鉄金属 １３６ ３．１

化学工業製品 ４２８ ９．８

精密化学製品 １２１ ２．８

化合物 １６２ ３．７

３．資本財 １，５９４ ３６．５

輸送機器 １５４ ３．５

機械 ６８１ １５．６

機械要素・工具類 ９５ ２．２

一般機械 ２１３ ４．９

電気機械 １２８ ２．９

精密機械 ２１６ ４．９

IT 製品 ２３９ ５．５

無線通信機器 １１３ ２．６

情報機器 ９１ ２．１

IT 部品 ５２１ １１．９

半導体 ３８３ ８．８

その他の IT 部品 ８９ ２．０

表１―３ 性質別輸出入総括（２０１５年）

（出所） 関税庁輸出入貿易統計（https://unipass.customs.go.kr:３８０３０/ets）。
（注） 受理日基準による世界向けの計数で、単位は億ドル。「新性質別分類」に準拠。大分類以

外の内訳は主要なものを抜粋したもの。

26



を占める。資源小国であることを映して原材料，とりわけ鉱物性燃料の輸

入の大きさが目を引く。このほかの天然資源系の輸入品目としては，直接

消費財（食料など），鉱物，動植物性原燃料などが表れている。工業製品と

しては，機械類と IT部品の輸入の多さが目を引くほか，化学工業製品の輸

入もまた多い。機械類では一般機械や精密機械など，高付加価値でありな

がら国産化が遅れている分野の輸入が多く，化学工業製品ではこれも国産

化が遅れている精密化学製品が登場している。また，半導体など IT部品輸

入も多い。韓国は IT部品に圧倒的な強みをもつと思われているが，実際に

はシステム半導体など高付加価値品については輸入品が幅を利かせている。

天然資源の不足や技術力の不足，国産化の遅れというような韓国に足らな

い部分を輸入によって補おうという韓国の姿勢が輸入品目構成にも表れて

いる。

２．産業別競争力の基本的な考え方と輸出入差額の要因分解の方法

上では韓国の輸出入の性質・品目別構成をみてきたが，以下においては

貿易収支と輸出入単価比からみた主要産業の競争力の現状と推移をみてい

くことにしよう。ここでは，韓国貿易の主力となる重化学工業に属する主

要産業の貿易収支と輸出入単価比によって，その競争力が安値によるのか，

あるいは品質・ブランド力など非価格的な要因によるのかを明らかにして

いきたい。

分析対象となる各産業の優位・非優位は輸出入差額（貿易収支）によって

判断するが，これは当該産業の下位分類品目における輸出入差額を積み上

げたものとなっている。その下位分類における輸出入差額を黒字・赤字の

別および輸出入単価比（重量当たりの輸出単価÷輸入単価）の大小によって４

分類し，片貿易，つまり輸出または輸入がゼロである場合の黒字・赤字の

２分類を加えて計６分類に分け，これを再び各分類別に積み上げる。この

積み上げた数値をもとにして，分析対象となる各産業の輸出入差額を下記

のような３要因に分解して示すことにする（７）。

第１章 韓国の輸出主導成長とその変容
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�１ 非価格効果

輸出単価が相対的に高くても得られた貿易黒字から，輸入単価が相対

的に安かったのにもかかわらず生じた貿易赤字を差し引いたものである。

これが正の値をとれば自国製品の技術力，ブランド力などの非価格競争

力が輸出価格の高さに反映され，貿易黒字が実現されていると解釈でき

る。輸出の高付加価値化の指標ともいえよう。また，この数値が負であ

れば，価格の高い輸入品に押されていることがうかがわれる。この場合，

前述とは反対に，自国製品の技術力が劣る，海外のブランド力の高い製

品が流入するなどの状況が想定される。

具体的には，輸出入差額黒字（輸出入単価比＞１）－輸出入差額赤字

（輸出入単価比＜１）として表される。

�２ 価格効果

輸出単価を相対的に安くすることで得られた貿易黒字から，輸入単価

が高かったことで生じた貿易赤字を差し引いたものである。これが正の

値をとれば，輸出品の値下げによる輸出促進と貿易黒字の獲得，はなは

だしくは「出血輸出」のような状況が想定される。また，この数値が負

であれば，海外の安価な製品が国内に流入し，国内産業が苦戦している

状況がうかがわれる。

具体的には輸出入差額黒字（輸出入単価比＜１）－輸出入差額赤字（輸

出入単価比＞１）として表される。

�３ 絶対効果

片貿易により輸出入単価が計算できない品目の輸出入差額の総和であ

る。これが正の値をとれば，何らかの強い国際競争上の優位が，負の値

をとれば，何らかの国際競争上の劣位の存在が想定される。

具体的には，輸出入差額黒字（輸出入単価比計算不能）－輸出入差額赤

字（輸出入単価比計算不能）として表される。

ここでの主要産業別の競争力分析では，重化学工業全体および，半導体・
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電子デバイス，情報通信機器，光学・精密，船舶，自動車，自動車部品，

機械の８つを取り上げる。各産業と貿易品目コード（HS）の対応関係は付

表１―A を参照されたい。

３．韓国の産業別競争力の現状と推移（重化学工業）

図１―２―１から１―２―３は韓国の８つの産業の貿易収支を要因分解し，その推移

を図示したものである。各産業とも概して厳しい状況に直面していること

がうかがわれる。中国の追撃，韓国企業の生産拠点の海外移転，技術・ブ

ランド力の不足などがその要因となっている。

まず，ICT産業周辺の機器，部品・部材に関する産業として半導体・電子

デバイス，情報通信機器（スマートフォンなど），光学・精密（フラットパネ

ルなど）の３つを取り上げる。図１―２―１に示されるように，これら３つの産

業は圧倒的な強みをもっていることがわかる。いずれの産業も２０１６年現在

でおおむね１００億ドル以上の多額の貿易黒字を稼ぎ出す比較優位産業である。

これら産業の貿易黒字は非価格効果の占める割合が極めて高いのが特徴で，

比較的良好な価格条件で輸出が行われていることが示唆される。ただ，足

元での展開をみると不安要因もみてとれる。

半導体・電子デバイスに関しては，サムスン電子が早くから製品開発の

先頭に立ち，業界をリードしてきた。現在も業界の世界第２位の座にある。

このほか，ハイニックスも健闘している。サムスン電子では収益の主力で

あったスマートフォンに陰りが出ており，それに代わって同社では一昔前

の主力商品だった半導体製品を再評価し，テコ入れを図っている。市況変

動の影響を受けやすいメモリを主力とするが，集積度の高い製品を先行開

発していち早く市場に出すことで先行者の特権である高価格を享受してき

た。ただ，システム半導体製品など高付加価値製品への移行は進んでおら

ず，メモリ特有の価格変動のリスクは依然としてついて回る。

情報通信機器の主力はスマートフォンで，サムスン電子が販売台数で世

界トップに君臨する。非価格効果を中心とする巨額の貿易黒字を維持する

が，旧来型のガラケーが輸出の主力だった２００５年に比べ，貿易黒字は縮小

第１章 韓国の輸出主導成長とその変容
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図１―２―１ 韓国主要産業の競争力――貿易収支の要因分解（２０００～２０１６年）――
（百万ドル）

（出所） 表１―１と同じ。

図１―２―２ 韓国主要産業の競争力――貿易収支の要因分解（２０００～２０１６年）――
（百万ドル）

（出所） 表１―１と同じ。

図１―２―３ 韓国主要産業の競争力――貿易収支の要因分解（２０００～２０１６年）――
（百万ドル）

（出所） 表１―１と同じ。
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傾向にある。サムスン電子はすでにスマートフォンを含む携帯電話生産の

主力をベトナムなど６カ所の海外生産拠点に移しており，国内生産比率は

すでに１割にまで下がっている。このため，韓国からの輸出は今後あまり

増えないものとみられる。このほか，中国勢の追撃と価格下落，２０１６年の

スマートフォン回収騒ぎなど，不安要因は少なくない。

光学・精密の主力はスマートフォンやテレビなどに部材として使われる

フラットパネルだが，現状での貿易黒字幅は大きいものの，ここ数年の推

移をみるとやはり縮小傾向にある。LCDパネルの供給過多により価格が下

落したことや IT 関連製品の輸入代替を目論む中国政府の投資要請をうけ，

世界トップの韓国勢（サムスン電子と LG電子）が低価格品を中心に LCD

パネルの製造ラインを相次いで閉鎖している。韓国勢は高価品に特化する

構えだが，中国・台湾勢の追撃は厳しい。韓国からの輸出についても展望

は必ずしも明るくない。

つぎに，韓国のもうひとつの花形産業ともいえる運送機器についてみて

みる（図１―２―２を参照）。ここでは船舶，自動車（本体），自動車部品の３産業

を扱うことにする。船舶は直面する苦境をなぞるような結果となっており，

自動車関連の２産業についても今後に懸念材料が残る。

船舶は商品特性の関係上片貿易となりやすく絶対効果が貿易黒字の大半

を占める。貿易黒字額は２０１０年には４３４億ドルに上ったが，２０１６年には約４

割減となる２７６億ドルに縮小している。重厚長大型製品の典型で，韓国造船

メーカーは低単価を武器に市場シェアを伸ばし，１９９９年には受注残高で日

本を追い越した。その後，タンカーや LPG運搬船など高付加価値船建造で

の技術力に対する評価が高まり，２０００年代半ばには絶頂期を迎えていた。

しかし，中国造船メーカーの台頭やリーマンショック後の注文減少で経営

が苦しくなり，２００８年には受注残１位の座を中国に明けわたした。現在で

は典型的な構造不況業種の様相を呈している。２０１６年には国内海運大手の

韓進海運が破たんし，受注残高で１７年ぶりに日本に追い越されるなど，韓

国造船業界が直面する状況は厳しい（８）。

図１―２―２が示すように自動車は２０１０年以降年間３００億ドル内外の貿易黒字を

稼ぐ比較優位産業であるが，その中身をみてみると価格効果による貿易黒

第１章 韓国の輸出主導成長とその変容
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字が多くを占める。これは世界自動車市場における韓国車の位置（欧州，日

本，米国勢に次ぐ４番手）を反映したものといえる。自動車は使用する部品

の数が多い関係で強い後方連関効果（川下産業での需要増加が川上産業での需

要を誘発すること）をもち，雇用効果も大きい。このため通商摩擦が起きや

すく，早くから生産拠点の海外移転が行われてきた。現代・起亜自動車の

場合，生産全体に占める国内産の比率は３９％（３３８万台）にとどまり，韓国

からの輸出拡大の余地は大きくない。技術面でも次世代カーの開発では日

独の競争者に比して周回遅れといわれる。また，韓 EU FTAの発効後に目

立って増えてきたドイツ車の輸入も韓国車メーカーにとっては脅威となっ

ている。

自動車部品は直近で２００億ドル弱の貿易黒字を計上し，自動車本体と並ぶ

有力分野である。２０００年頃の貿易物量は微々たるものであったが，その後

本格化した現代・起亜自動車の海外進出にともなって海外生産拠点向けの

輸出が急増し，貿易黒字額も大きく伸びている。今では，自動車本体に匹

敵する貿易黒字額を稼ぎ出すに至っている。ただ，貿易黒字の内容をみる

と自動車と同様に価格効果が多くを占めている。自動車本体のメーカーに

比べて国内部品メーカーは価格交渉力が弱く，海外製品と比較して価格が

安く抑えられる傾向がある。現代・起亜自動車の生産規模がどうなるかに

よって今後の自動車部品産業の業況は左右されよう。また，品質が急速に

向上している中国製品の脅威も無視できない。

最後に，韓国が苦手としてきた機械と重化学工業全体についてみてみる

ことにする（図１―２―３を参照）。

ここで扱う機械産業の製品は電機，情報通信機器，輸送機器を除く広範

な製品を含むものであるが，おもなものは産業用機械と部品・部材類であ

る。産業用機械類は開発に時間がかかるすり合わせ型製品の典型例で，国

産化が遅れていた。以前から輸入の多かった日本製の機械類は，製品に体

化した高度な技術や正確な納期，迅速なトラブル対応を特徴とし，韓国の

工業生産を長らく支え続けている。機械類の国産化と輸出品目化は緩慢な

がら進展しており，貿易黒字も増勢を示している。しかし，貿易黒字は価

格効果が主であり，安価品を中心に健闘しているものの高価品については
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依然として輸入に頼る傾向が続いている。

重化学工業全体でみると，依然として１５００億ドルを超える巨額の貿易黒

字を稼いでいる。だが，２０１５年を境に貿易黒字額がピークアウトしている

ようにもみえ，今後の動きが注目される。２０００年当時の輸出入単価比は０．６１

で，同じ品目で比較しても韓国からの輸出品の方が４割ほど単価が安かっ

た。２０１６年には輸出入単価比は０．９９と価格差はほぼ消失し，交易条件は改善

している。だが，貿易黒字の内容を詳しくみると，非価格効果が減少し，

これが全体の貿易黒字の減少を導いているようにもみえる。価格効果によ

る貿易黒字は増えており，全体としては韓国の重化学工業製品がむしろ価

格競争に巻き込まれつつあることがうかがわれる。

第３節 市場別の輸出入の構成と競争力の推移

つぎに，韓国の輸出入と貿易収支の市場別の実績と，各市場における競

争力の構造について分析してみよう。

１．主要国・地域別の輸出入と貿易収支

まず，輸出についてみてみよう。図１―３は韓国の主要輸出先を示したもの

である。過去に比べて中国，ASEANなどの途上国の台頭が目立ち，先進国

の重要性は相対的に小さくなっている。

同図をみてわかるように，中国が４分の１強のシェアを占めてトップと

なっている。香港を含めたシェアでは３分の１近くにもなる。韓国貿易の

対中シフトは２１世紀入り以降続いているが，リーマンショック後の輸出不

振の打開策として対中輸出の増加が韓国の輸出総額かさ上げに寄与した経

緯がある。現在も中国国内市場の成長は続いており，在中国の韓国系企業

からの需要（９）もまた膨大である。輸出先として大きなシェアをもつ中国はい

まや韓国経済にとって圧倒的な存在感をもつ。

かつて輸出市場として重要だった先進国は，長らく低成長が続き輸出先
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として相対的重要度を落としている。米国，EUとのあいだでは FTAが発

効しているが，輸出が堅調に推移する中国ほどのインパクトはない。輸出

における日本の存在も小さくなる一方である。輸出総額に占める日米欧の

シェア合計は２７％で，中国単体と同じレベルにとどまっている。

一方，韓国の輸出における ASEANの存在は次第に大きくなっている。輸

出に占めるシェアは１４％に上る。韓国企業においても「チャイナ・プラス

ワン」，つまり中国一辺倒だった海外進出戦略を改め，中国以外の国にも拠

点をおくことでリスク分散を図る動きが出ている。こうした韓国企業のバ

リューチェーン再構築にともなって注目されているのが東南アジア諸国で，

とくにベトナムへの投資が増えている（１０）。これにより対ベトナム輸出が大

きく増えてそのシェアは５％となり，対日輸出を上回るに至っている。

つぎに輸入についてみてみよう（図１―４）。上述のように，原油など天然資

源や小麦など食料を輸入に頼る点は日本と同様である。主要輸入先にはサ

ウジアラビアやカタールなどの産油国やオーストラリアなどその他諸々の

図１―３ 韓国の輸出先（２０１５年）

（出所） 表１―１と同じ。
（注） 通関基準の数値。２０１５年の輸出総額は５２６８億ドル。

GCC加盟国はアラブ首長国連邦・バーレーン・クウェート・オマーン・カタール・サウ
ジアラビアの６カ国。
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資源輸出を得意とする国々が並ぶ。ただ韓国の場合，素材，部品，機械な

ど工業生産用の中間投入財，資本財を輸入に頼ることに抵抗感が少ない企

業の姿勢や，技術的隘路などから国産化が思うように進展しない事情もあっ

て，これら品目の輸入は今でも多い。そのおもな輸入先は日本および EU

（ドイツなど）などの先進国である。

また，輸出の場合ほどではないにせよ，中国からは輸入も大きく増えて

いる。かつて，一次産品や軽工業製品などの最終製品が対中輸入の中心だっ

たが，近年では，国際調達の多様化が進んで部品，素材などを中心に産業

生産での中間投入に使う工業製品の対中輸入が増えている。韓国にとって

の中国の存在は輸出入両面で大きなものとなっているといえる。

国・地域別の貿易収支についても簡単に言及しておこう。２０１５年，韓国

は９０３億ドルもの巨額の貿易黒字を計上した。このうち，最大の貿易黒字を

記録したのが中国で４６９億ドル，次いで ASEANの２９８億ドル，米国の２５８億

ドルが続く。対香港収支を含む広義の対中貿易黒字は７５８億ドルで，GDP

の５．５％にも相当する。

図１―４ 韓国の輸入先（２０１５年）

（出所） 表１―１と同じ。
（注） 通関基準の数値。２０１５年の輸入総額は５３６５億ドル。

GCC加盟国はアラブ首長国連邦・バーレーン・クウェート・オマーン・カタール・サウ
ジアラビアの６カ国。
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貿易赤字を計上した主要相手先は日本（２０３億ドル），EU（９１億ドル），湾岸

諸国（GCC，３８７億ドル），オーストラリア（５６億ドル）などが挙げられる。前

２者は工業生産用の中間財，資本財などの輸入が多く，後２者は石油など

資源輸入が貿易赤字の原因となっている。

最近の傾向として特徴的なのが，対中貿易黒字の減少，対 ASEAN・対米

貿易黒字の増加，対日貿易赤字の減少，対 EU貿易赤字の増加である。いず

れも相手先の競争力の変化，韓国企業のバリューチェーンの変化，FTA

などが変動要因となっている。具体的には，中国企業の競争力強化，韓国

企業の国際調達先の多様化にともなう対日輸入の頭打ち，ベトナムなど

ASEAN諸国への生産拠点構築の動き，韓米 FTA発効後の対米輸出増大と，

それとは対照的な韓 EU FTA 発効後の自動車を中心とする輸入増加などで

ある。これらの要因については後で再び検討する。

２．韓国の市場別競争力の現状と推移（重化学工業）

前節で示した品目・産業別の競争力分析は，市場別の競争力分析にも応

用できる。上で用いたように，市場別の貿易収支と輸出入単価比を組み合

わせる手法を適用することで韓国の重化学工業製品の主要市場別競争力に

ついてみていくことにしよう。ここでは，全世界のほか，中国，日本，米

国，EU２７カ国，AFTA（ASEAN）１０カ国の５つの市場を扱うことにする。図

１―５は市場別の競争力の構造を図示したものである。以下の分析においては，

韓国があまり楽観できない状況にあることが浮き彫りとなる。

対中貿易は輸出入単価比が韓国に有利で，２０１６年時点で３９７億ドル（赤字

要因相殺済み）の貿易黒字の大半が非価格効果によるものである。貿易黒字

額が膨大なことや輸出入単価比が韓国に有利であり続けたことなどから，

中国は韓国からみて極めて望ましい貿易相手であるといえよう。ただ，２０１６

年１年間だけで非価格効果による貿易黒字要因が１６６億ドルもの急減を演じ

ている。この間，価格効果による貿易赤字要因が８２億ドル好転しており，

貿易収支全体では９０億ドルの黒字減少となった。貿易収支の悪化した産業

としては，半導体・電子デバイス，電機，光学・精密，情報通信機器など
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図１―５ 韓国の主要市場での競争力――重化学工業貿易収支の要因分解――
（百万ドル）

（出所） 表１―１と同じ。
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があるが，これらはいずれも韓国の輸出主力産業である。韓国の貿易黒字

の基調を支えてきた対中貿易黒字の大幅減少は韓国経済にとって少なから

ぬ不安要因といわざるを得ない。

対日貿易では，機械類，部品，素材など産業生産のための中間財を大量

に輸入する構造をもつ韓国側での入超が続いている。過去にはしばしば日

韓貿易不均衡が政治問題化した。韓国が日本から輸入する中間財は国産化

が容易でない高級品が多く，対日貿易赤字は非価格効果によるものが多く

を占める。２０１６年時点での対日貿易赤字は２３２億ドルで，ピークとなる２０１０

年の３４２億ドルからはかなりの減少をみせている（１１）。

かつては韓国経済の宿命ともいわれた対日貿易赤字の累増傾向が一転し

て減少傾向に向かった背景としては，日本国内での工業生産の縮小や韓国

での国産化の進展のほか，２１世紀に韓国が積極的に推進した FTA，そして

企業のバリューチェーン最適化の一環としての国際調達の多様化などが考

えられる（１２）。企業の国際調達多様化と関連しては，日本からの輸入減少に

ほぼ見合う分が中国，EU，ASEANに流れた模様である（１３）。これらのうち，

EU，ASEANについては韓国がこれら地域とのあいだで締結した FTAの影

響があったことが推測される。中国については，日本との品質差のため日

中製品間の代替はあまり起こらないと考えられてきた。FTA発効にともなっ

て EUと日本が競合関係になると考えられてきたが，現実には中国の方がよ

り競合することが示された。中国製品の品質向上と韓国企業の対中購買の

本格化という厳しい現実が日本勢に突き付けられたかたちである。

対 EU貿易収支は２０１１年に発効した韓 EU FTA を契機に地合いが大きく

変化し，韓国側の入超が続いている。かつて EU市場は韓国にとって米国，

中国と並んでまとまった額の貿易黒字を生み出す場であった。２００５年には

１８０億ドルの貿易黒字を稼いでいる。しかし，FTA発効後は石油製品の輸入

が増えたほか，乗用車や航空機，精密機器など高付加価値製品の輸入が大

幅に増えて非価格効果に起因する赤字が急増している。２０１５年には重化学

工業製品の対 EU貿易赤字は７９億ドルに達し，翌２０１６年にも４４億ドルとなっ

ている。特筆すべきは，ドイツ車を中心とする高級車の輸入（１４）が予想外に

増えたことである。２０１０年からの５年間で EUからの乗用車輸入は５９億ドル

38



増加した。

対米貿易収支は韓国側の貿易黒字が２０１０年代に入って大きく増えた。２０１２

年３月に韓米 FTAが発効し，同 FTAが対米貿易黒字の大幅増加に寄与した

との見方もあるが，実際には FTAの影響は限定的で，FTAによる関税減免

の影響を受けない品目での躍進が目立つ。重化学工業製品の対米黒字は２０１０

年の１２３億ドルから２０１６年には２６２億ドルへと大幅に増えた。ただ，その内容

をみると価格効果に起因するものが大半を占める従来からのパターンが続

いており，米国側単価が高い品目については赤字が出ている（非価格効果に

よる赤字要因）。この間，輸出を最も大きく伸ばした品目は自動車である。

２０１０年からの５年間の増加幅は１０９億ドルにのぼり，その間の対米貿易黒字

増加幅（全品目，２００億ドル）の過半を説明する。韓米 FTA では米国市場で

の韓国製乗用車に対しては，関税免除を協定発効後４年猶予されているた

め，この輸出急増は FTAの結果ではない。米国市場での自動車販売好調を

受けて現代・起亜自動車をはじめとする韓国自動車メーカーが FTAによる

免税を待たずに対米輸出を増やした結果がこの輸出急増につながった。韓

米 FTA の影響で輸出が増えた品目としては自動車部品，一般機械，鉄鋼製

品などが挙げられる。とくに，自動車部品は韓国自動車メーカーの在米生

産拠点での自動車生産が販売好調を受けて増えており，これにともなって

韓国からの自動車部品輸出も増えた。２０１０年からの５年間での増加幅は２１

億ドルに上る。

最後に，対 AFTA（ASEAN）貿易収支についてみてみよう。韓国側の貿易

黒字が急増しており，ASEANは韓国にとっての最重要市場のひとつに浮上

している。古くから ASEANは韓国にとっては貿易黒字を稼ぐ主要市場のひ

とつとして位置づけられてきたが，市場規模が大きくなかったこともあっ

てそれほど重視されていなかった。だが，２０１０年代に入って ASEAN自体の

市場規模拡大や韓国企業の進出増加，AFTA や「ASEAN＋１」といった積

極的な FTA 戦略などで韓国との関係が急速に緊密化している。とくに，こ

れまでも述べてきたように韓国企業の拠点構築と関連したベトナムとの関

係緊密化は，韓国と ASEANの経済関係を新しいフェーズへと導いている感

がある。２００５年時点での重化学工業品の貿易黒字は７０億ドルにすぎなかっ
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たが，１０年後の２０１５年には３０４億ドルへと４倍以上の伸びをみせた。ASEAN

には多様な発展段階の国々があり，その貿易収支の構造はさながら世界向

け収支の構造と似た様相を呈する。それでも，２０１５年から２０１６年にかけての

貿易黒字の構造をみると非価格効果が台頭してきており，対中貿易のそれ

に近づいている。重化学工業製品全体の輸出入単価比も上昇している。２００５

年には０．６３６だった単価比は２０１６年には１．１３９となり，韓国側の輸出単価の方

が輸入単価を上回るようになっている。

３．海外統計からみた主要市場における競争の激化

韓国の輸出がここ数年伸び悩んでいる背景に，中国の台頭や韓国企業の

生産・調達のグローバルレベルでの最適化があることを上ではみてきた。

ここでは海外の輸入統計を用いて世界各地の市場における韓国からの輸入

シェアの動きをみてみることにする。

ここで用いるのは，国連が発表している貿易統計（Comtrade）であり，各

国・地域における対韓輸入シェアを２００５年および２０１５年について計算し，そ

の変動をみてみることにする。その結果は表１―４にまとめたとおりである。

この表においては，対韓輸入額の多い１５カ国・地域を選んで掲げてある。

これらの国・地域の対韓輸入総額は５０７９億ドルであり，韓国の対世界輸出

５４３７億ドルの９３．４％をカバーしている。ASEAN（７カ国）および EU（２８カ

国）については合算して表示した。

対韓輸入シェアが上昇した市場について，大まかな傾向を抽出するとす

れば，韓国企業の海外生産拠点（バリューチェーン最適化）の立地と成長市場

攻略が挙げられる。これは，まさに韓国の最近１０年における市場攻略の基

本的な考え方であり，韓国の国内統計を使った本章での市場別の観察とも

おおむね合致する。

対韓輸入額１５傑のうち，現地の対韓輸入シェアが２ポイント以上と大き

く伸びている市場としては ASEAN，サウジアラビア，オーストラリアがあ

る。ASEANについては上でもみたとおり，韓国企業が「チャイナ・プラス

ワン」の考えのもとに対 ASEAN投資を本格化するとともに双方のあいだの

40



各地での
対韓輸入シェア（％）シェア変動

（％p）

２０１５年
対韓輸入額
（１００万㌦）２００５年 ２０１５年

現
地
シ
ェ
ア
増

ASEAN７ ４．７ ７．０ ２．３ ７４，２０７

サウジアラビア ３．７ ５．９ ２．２ ９，６４６

オーストラリア ３．３ ５．４ ２．１ １０，８９６

メキシコ ２．９ ３．７ ０．８ １４，６１９

米国 ２．６ ３．２ ０．６ ７４，０４６

トルコ ３．０ ３．４ ０．４ ７，０５７

インド ３．１ ３．３ ０．２ １３，０８８

カナダ １．４ １．５ ０．１ ６，１６４

ブラジル ３．２ ３．２ ０．０ ５，４２１

シェア増小計 ２１５，１４３

現
地
シ
ェ
ア
減

その他アジア（台湾） ７．３ ５．７ －１．６ １３，０１３

中国 １１．６ １０．４ －１．３ １７４，５６４

アラブ首長国連邦 ２．２ １．８ －０．４ ５，２７８

香港 ４．４ ４．０ －０．４ ２２，６００

日本 ４．７ ４．３ －０．４ ２６，８０７

EU２８ １．２ １．０ －０．２ ５０，５４０

シェア減小計 ２９２，８０１

トップ１５小計 ５０７，９４５

世界計 ２．９ ３．４ ０．５ ５４３，７３２

表１―４ 世界各地における対韓輸入シェアの変動

（出所） 国連貿易統計 Comtrade（https://comtrade.un.org/data）所載のデータより筆
者作成。

（注） ASEANは統計が入手できなかったブルネイ，ミャンマー，ラオスを除く７カ国。
「その他アジア」は台湾に比定される。輸入額は CIF基準の現地統計をもとにして
おり，韓国の FOB基準による輸出統計とは一致しない。２０１５年対韓輸入額小計は
端数処理の関係で各国数値の合計と一致しない。
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貿易も活発となっていて，現地からみても韓国の存在は大きなものとなっ

ていることがうかがわれる。また，ASEANそのものが成長市場でもある。

サウジアラビアとオーストラリアは資源国であるが，資源ブームによる国

内市場拡大を経験した成長市場としての側面ももつ。自動車を中心に韓国

が輸出を増やした米国では韓国の輸入シェアは０．６ポイント上昇したが，米

国は韓国企業の主要な進出先でもある。韓国企業はその周辺国で NAFTA

構成国であるカナダ，メキシコにも進出しているが，これら諸国でも対韓

輸入シェアは上昇している。このほか，インド，ブラジル，トルコはいず

れも典型的な成長市場であり，韓国がこうした有望な市場に照準を定めて

攻略していることがうかがわれる。

逆に対韓輸入シェアが低下した市場もある。EUと東アジア諸国である。

これら市場の対韓輸入額は大きく，そこでも対韓輸入シェアの縮小は韓国

にとって看過できない問題といえる。

EUでは２０１５年までの１０年間で域内取引シェアが２．３ポイント低下し，

５９．５％となった。これには欧州財政危機にともなう景気低迷がかかわって

いるとみられる。EUが域外との貿易を活発化させる一方で，対韓輸入シェ

アは０．２ポイント低下した。とくに，英国，ドイツ，フランス，イタリアな

ど西欧の旧 EC主要国でのシェア低下が響いている。チェコ，ポーランド，

スロバキアなど東欧諸国ではむしろシェアが拡大しているが，西欧での劣

勢を埋め合わせるものではなかった。EUで輸入シェアを大きく伸ばしてい

るのは中国で，２０１５年のシェアが８．４％と，１０年前に比べ３．０ポイントも上

昇した。そのほかに ASEAN，米国，インド，トルコなども輸入シェアが伸

びている。概して，韓国よりも後発の国々からの輸入を増やしている印象

である。

また，東アジア諸国も軒並み対韓輸入シェアを下げている。ここから浮

かび上がってくるのは，日本など先進国の品質の壁を突き破ることができ

ず，価格面で激しい競争を仕掛けてくる中国など後発国の追撃にも遭って

双方から挟撃されるという「サンドイッチ・コリア」（１５）の図式である。

中国市場では現地企業が価格競争力をいっそう強めつつ品質も大きく向

上し，韓国企業が苦戦するケースが続出している（１６）。また，中国が増産を
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図る品目が韓国の主力商品と重複しがちであるという事情も韓国に不利に

働いている。中国では資源輸入が増える一方，広範な品目での国産化の進

展とともに輸入品に求められるスペックが年を追うごとに上がっている。

中国での輸入シェアを伸ばしたのは湾岸の産油諸国やオーストラリアであ

り，また EU，米国，スイスなどであった。韓国製品は中国市場において価

格競争力も非価格競争力も喪失しつつあり，中国の輸入ニーズを満たせな

くなっている。このことのゆえに韓国は中国市場でのシェアを落としたの

であった。日本，台湾そして香港で韓国勢が苦戦するのも，その本質は中

国市場で起きていることと同様である。

世界市場を見渡すと，個別市場における対韓輸入シェアの動きはさまざ

まであるが，これをどのように総括すべきか？表１―４には，韓国のシェアが

増えた市場での対韓輸入額の総和とシェアが減った市場での対韓輸入額の

総和（それぞれ２０１５年）を掲げている。それらを比べてみると，シェアが増

えた市場では２１５１億ドル，シェアが減った市場では２９２８億ドルである。世界

貿易における韓国のプレゼンスは上昇したものの，それを牽引しているの

は少数の市場（ASEAN，米国，メキシコなど）における大きな伸びであり，

残りの多くの市場では韓国のプレゼンスはむしろ縮小しているということ

である。

韓国の輸出の伸びはすでにピークアウトした。このような思いを禁じ得

ない結果である。

おわりに

２１世紀に入り，韓国の貿易は毎年二ケタの高い伸びを示し，輸出の伸び

は内需の不振をカバーしてきた。だが，リーマンショック後の世界不況を

乗り切ったあとは輸出の伸びは止まり，一方で貿易黒字は１０００億ドルをう

かがうほどにまで増えた。しかし，貿易指向の強まりのなかで備わった外

向的成長構造のため韓国経済は外的ショックの影響を受けやすくなり，最

近の世界不況による悪影響から脱し得ないまま現在に至る。

第１章 韓国の輸出主導成長とその変容
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中国企業の競争力向上，韓国企業のバリューチェーンのグローバル化，

韓米，韓 EUなどの FTA といった要因が韓国の貿易をとり巻く最近の変化

を主導している。

企業の国際調達多様化と海外生産拡大にともない，韓国経済の加工貿易

的な色彩が強まっている。企業は生産，調達の適地を求めて積極的に国境

を越えて活動している。これが調達先の多様化を通じて対日貿易赤字を抑

えたが，一方では生産拠点の海外移転にともなう空洞化の問題も深刻化し

ている。

本章の分析を通じ，主要産業は概して厳しい状況に直面していることが

わかった。情報通信機器，精密機器，造船では企業の海外生産の本格化や

中国勢の追撃で貿易黒字額が大きく減少している。自動車，自動車部品は

合計で約５００億ドルの巨額の黒字を稼ぎ出すが，価格効果によるところが大

きい。機械では国産化進展や製品高度化の努力が実を結んで輸出産業化し

たが，その中心は価格効果が利く安価品とみられ，高価品については輸入

に頼る従来からのパターンが続いている。重化学工業全体でみると，１５００

億ドル以上の貿易黒字を稼いでいるが，価格効果による部分が増えており，

貿易黒字額もピークアウトしているようにみえる。

地域別には，ASEANの重要性が高まっていることが印象的である。韓国

企業にも広がってきた「チャイナ・プラスワン」の動きにより貿易投資に

おける中国一辺倒の現状から脱却する機運が出ている。とくに，ベトナム

との関係強化は特筆に値する。最近では ASEANのほか，米国とのあいだで

も貿易黒字が増えており，対日赤字が減少，対 EU収支が赤字に転じるなど

の変化が起きている。海外市場における対韓輸入シェアをみてみると，世

界貿易における韓国のプレゼンスは高まっているが，それは少数の市場で

の健闘が主導するものであって，残りの多くの市場では韓国の輸入シェア

が現状維持または縮小傾向にあることが示された。

本章の分析を締めくくるに当たり，考えるところが３つほどある。第一

が輸出のモメンタムを維持すること，そしてそれができる環境を整えるこ

とが今後の韓国経済にとって大切であるという点である。リーマンショッ

ク以前には輸出の増勢が維持され，国内の設備稼働率の低下も回避されて

44



いた。曲がりなりにも設備が回っていれば経営者は無用な不安を抱かず，

これが景況感の下支えとなっていた。だが，リーマンショック後の世界的

な需要減退で輸出増加のモメンタムは維持できなくなった。企業は生存を

かけて海外展開に明け暮れるようになった。だが，それは国内の空洞化と

いう不都合な現実をともなうものでもある。輸出は海外生産におき換えら

れ，国内では設備稼働率の低下や失業の発生が伝えられる。今では潜在成

長率の達成もままならず，このままでは低成長の罠にはまりかねないとこ

ろにまで韓国は追い込まれている。２０１７年に入って，韓国の輸出は順調に

伸びており，１～５月期には前年同期比１６．３％の伸びをみせたほか，国内

投資も設備，建設ともに好調をみせている。しかし，最近の輸出増加が韓

国経済を低成長の罠から遠ざけてくれるとみるのは早計であろう。２０１７年

に入ってからの輸出増加はその前年における不振をようやくカバーする程

度のものであり，国内消費や雇用は冷え込んだままである。

第二に，近年の韓国の経済政策が分配重視に偏り，輸出振興やサービス

産業振興をはじめとする成長政策をないがしろにしてきたことである。成

長不在の分配重視は十分な成果が上がらない。通貨危機後の格差拡大で国

民統合は危機に瀕している。これが最近における政治・外交の不安定性に

つながっている。世界経済の成長率が上向かず，成長政策の実行は容易で

ないが，これまでのような政策手法が手詰まりとなっていることは確かで

ある。高齢化やネット利用の活発化をはじめとする今後の経済・社会の変

化をいかにして成長政策のなかに取り込んでいくか，そして手詰まりとなっ

た政策体系に創造的破壊をもたらす為政者の政治的力量がいつにもまして

求められている。２０１７年５月に発足した文在寅（ムンジェイン）政権が選挙

期間中に発表した経済政策「Jノミクス」は官主導の雇用増大を強調するも

のであり，成長や企業活力の活用，輸出振興などの要素に乏しい。今後明

らかになる経済政策のなかで経済成長にも配慮した政策方向が打ち出され

ることが期待される。

そして第三に，日本側の視点として対日貿易赤字が減少していることを

どう考えるかである。「断交論」のたぐいは極端であるにせよ，不活発になっ

ていく日韓間の経済関係は放置しておけばよいとの意見をよくみるように
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なった。だが，日本国内に成長源泉を見出すことがますます難しくなって

いくなか，２００億ドル（２兆円余）以上，GDP対比０．４％程度の貿易黒字を得

ている事実をもう一度想起してもよいのではないか。また，韓国経済の特

性をよく知った上で上手に売り込むことも一考の価値があろう。付加価値

貿易の枠組みによる分析では，日本の対韓輸出品の多くは中間投入財であ

り，これらは韓国の輸出品に組み込まれて第三国へ販売され，我が国が創

出した付加価値を広く届けるという。韓国への中間財輸出は，韓国の優れ

たグローバル・マーケティング力を日本の中間財産業が活用する側面があ

る。対韓輸出に中間財が多いということは，裏を返せば日本勢の韓国国内

需要へのアプローチが意外に不足していることを意味する。高齢者の増加，

健康志向などわれわれが通ってきた道を韓国はこれから通ることになる。

まだまだビジネスチャンスはあるのではないか。

〔注〕
�１ 本章における輸出入額はすべて米ドル建てで表すことにした。これは，韓国関税
庁が発表する貿易統計の原データが米ドル建てであり，韓国内での貿易関連の報道
もほとんどが米ドル建てであることに倣った。試みに輸出入総額の対前年比伸び率
を２０１６年までの直近１０年についてウォン建てと米ドル建てで比較したところ，輸入
の場合は８カ年，輸出の場合は７カ年で増減の符号が一致した。符号不一致のケー
スは輸出入総額の増加率の絶対値が小さかった年に限られていた。

�２ 本来，輸入は輸出および内需と連動する傾向が強いが，リーマンショック後に輸
入抑制の傾向が強まったことは興味深い。この時期に内需の冷え込みがいっそう厳
しくなったことが輸入抑制の一因であるが，リーマンショック後は世界的な不況の
長期化にともなって商品市況が安値で推移したことも輸入金額の抑制に寄与したと
みられる。

�３ カンファングほか（２０１６）によれば，２０１５～２０１８年の韓国の潜在成長率は年率３．０～
３．２％と推計される。現実のGDP成長率はおおむねこれを下回っており，デフレギャッ
プが発生していることを示した。

�４ 輸出品生産によって誘発される輸入が多く，国内にとどまる付加価値が少ないと
いう議論は産業連関分析が普及し始めた１９７０年代から提起されてきたが，１９８０年代
に入って対外債務の累積とその償還が課題になると，輸出にともなう外貨収入の歩
留まり（外貨稼得率）を重視する議論が盛んとなった。現在の付加価値貿易の考え
方に通ずる概念であるが，当時の議論では外貨の節約に焦点がおかれていた。

�５ 韓国企業の大規模な海外進出の例としては，次のようなものがある。自動車では
年産１０５万台の北京現代（２００２年生産開始）をはじめ，現代・起亜グループが１２カ所，
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年産５４０万台の生産能力をもつ（同グループの国内生産規模は年産３３８万台）。

『 』［ニューストマト］２０１７年１月４日付，「

」［海外へ，

海外へ， 現代・起亜車６１％海外生産…‘国内外生産格差’拡大。米国，海外工場の
自国移転‘リショアリング’戦略］（http://www.newstomato.com/readNews.aspx?
no=721243）を参照。携帯電話では，サムスン電子のベトナムでの生産拠点の例が有
名である。注�１０を参照。
�６ OECDの付加価値貿易（TiVA）統計（https://stats.oecd.org，２０１７年１月１３日アク
セス）による。付加価値貿易統計はバリューチェーンのグローバル化による中間財
貿易の多重カウント問題への解法を提供する手法であるが，膨大なデータ収集と調
整を要する国際産業連関分析が必要で，速報性を欠くことが難点である。

�７ 基礎となる下位分類はHS６ケタである。輸出入差額の６分類とその考え方につい
ては奥田（２００８，１５４―１５６）を参照。輸出入差額の３要因への分解のうち，価格効果，
非価格効果については奥田（２００８，１５２―１５４）を参照。

�８ 『朝鮮日報』２０１７年１月５日付，「韓国造船業の受注残，１７年ぶりに日本に逆転許
す」（http://www.chosunonline.com/site/data/html_dir/2017/01/05/2017010500578.
html）および２０１７年２月５日付，「中国造船業，高付加価値船舶まで侵食」（http://
www.chosunonline.com/site/data/html_dir/2017/02/03/2017020301578_2.html）を
参照。

�９ 韓国輸出入銀行の海外直接投資企業に対するサンプル調査では，２０１５年に在中国
の韓国系企業の対韓輸入は４６１．４億ドルに上った。一方，対韓輸出は６７５．５億ドルで，
韓国企業の在中国生産拠点からのもち帰りが増える趨勢にある。同調査のカバレッ
ジは，投資案件数基準で１２．３％，投資残額基準で７０．６％であった。韓国輸出入銀行
（２０１６，１８５）を参照。
�１０ ブイ・ディン・タン（２０１６）によれば，サムスン電子は２５億ドルを投じて携帯電
話工場をベトナムに建設，２００９年から生産を開始した。その後携帯電話第２工場を
５０億ドルを投じて建設したほか，１４億ドルを投じて家電工場も建設した。このほか，
携帯電話電池，電子部品，ディスプレイを生産するグループ系列の生産拠点も相次
いで稼働させている。２０１４年にはベトナムへの投資企業としては投資額１位となり，
２０１３年の在ベトナムのサムスングループ製品輸出額は２３９億ドル，ベトナム総輸出の
１８％を占めるに至っている。だが，製品組み立てのための金型や中間財輸入の多さ
をブイ・ディン・タン（２０１６）は指摘している。これらの多くは投資母国である韓
国から導入されているとみられる。

�１１ ただし，２０１５年から２０１６年にかけての直近の動きをみると対日赤字は微増してお
り，それまでの数年間にわたる対日貿易赤字縮小の趨勢は一服したようにみえる。
この間の大きな変化は日本との重化学工業製品貿易における輸出入単価比が大きく
低下，つまり対日輸入単価が相対的に上昇したことである。同単価比は２０１５年の０．６００
から２０１６年には０．５０９へと近年にない大きな変化をみせた。最近の景気低迷で輸入が
減少しているなかで，ほかからの調達が困難な高価格の日本製品の輸入がこれ以上
減らせないため，これら高価格製品のシェアが相対的に上昇していることが単価比
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下落という現象の背景にあるとみられる。『朝鮮日報』２０１６年１０月１９日付，「部品の
国産化が進む中国，韓国製の輸入減少」（http://www.chosunonline.com/site/data/
html_dir/2016/10/19/2016101900630.html）を参照。
�１２ 東日本大震災が韓国の日本離れを促進したとの議論があるが，パクギイム・ムン
ビョンギ（２０１２）は韓国企業の調達先多様化と対日輸入シェア低下は震災前から進
行しており，震災がこうした流れを顕在化させた，と指摘している。

�１３ 奥田（２０１７）によれば，２０１０年からの５年間で韓国の対日輸入が減少した重化学
工業品目だけを抜き出した場合の減少分は１７３億ドルであった。これら品目の競争各
国からの輸入がどのように変化したかをHS４ケタ水準で集計したところ，中国から
の輸入が７９億ドル増加していたほか，ASEANが４１億ドル，EUが３１億ドル増加して
いた。これら３者からの輸入増は合計１５１億ドルで，対日輸入減少分にほぼ見合うも
のとなっている。

�１４ 韓 EU FTA の発効後，ドイツ製乗用車は韓国における新たなステータスシンボル
とされて人気が高まっている。韓 EU FTA が発効したのは２０１１年７月であったが，
これを挟む２０１０年と２０１５年の貿易実績を比較してみると，２０１５年のドイツからの乗
用車輸入は５９．４億ドルで，２０１０年対比３．６倍となった。このほか，ドイツからは化学
製品，精密機器の輸入が増えている。

�１５ ２００７年１月，サムスン電子のイゴンヒ（李健煕）会長が全国経済人連合会の会議
のなかで，「中国が韓国を追い上げ，先を行く日本を韓国が追い抜けないという状況
で，韓国はサンドイッチ状態にある」と述べた。この後，韓国経済が日中の挟撃に
遭って立場を失いかねない状況を指して，しばしば「サンドイッチ・コリア」の語
が使われるようになった。

�１６ 韓国製品が中国で苦戦するケースとしては，テレビ，自動車，携帯電話の例がよ
く知られている。最近では中国での部品国産化が進展し，韓国の対中輸出がさらな
る苦境に陥る懸念が出ている。『朝鮮日報』２０１６年１０月１９日付「部品の国産化が進む
中国，韓国製の輸入減」（http://www.chosunonline.com/site/data/html_dir/2016/
10/19/2016101900630.html）を参照。
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分析対象の産業名称 対応する HSコード

重化学工業 ２８，２９，３０，３１，３２，３３，３４，３５，３６，３７，３８，７２，７３，７４，７５，７６，７７，７８，
７９，８＊，９０，９１，９３

機械
８４０＊，８４１＊，８４２＊，８４３＊，８４４＊，８４５＊，８４６０，８４６１，８４６２，
８４６３，８４６４，８４６５，８４６６，８４６７，８４６８，８４７４，８４７５，８４７６，８４７７，８４７８，
８４７９，８４８＊

情報通信機器 ８４６９，８４７０，８４７１，８４７２，８４７３，８５１７，８５１８，８５１９，８５２＊，８５３０，８５３１

半導体・電子デバイス ８５，４１８，５４２

自動車 ８７０１，８７０２，８７０３，８７０４，８７０５

自動車部品 ８７０６，８７０７，８７０８

船舶 ８９

光学・精密 ９０，９１

付表１―Ａ 産業分類と HSコードの対照表

（出所） 筆者作成。
（注） 上記の HSコードにあるアスタリスク（＊）はワイルドカードを表し，任意の数字１文

字を表す。これにより，上表では HS２ケタ，および４ケタで各産業を定義する。HSコー
ドは５年ごとに改編されており，最新のコード表はHS２０１２である。ここで用いる産業分類
に関してはコード改編の影響は大きくないと思われ，特段の措置をとらなかった。
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